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５
回
目
を
迎
え
た
「
や
っ
ぱ

り
家
族
っ
て
い
い
ナ　

い
わ
て

家
庭
の
風
景
／
三
行
詩
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
は
各
部
門
あ
わ
せ

て
前
回
よ
り
３
６
４
点
増
の

４
，
５
４
８
点
（
小
学
生
の
部

2
，
６
０
０
点
、
中
学
生
の
部

1
，
７
４
４
点
、
幼
稚
園
児
の

部
２２
点
、
保
護
者
・
一
般
の
部

１
８
２
点
）
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
た
。
７
月
１3
日
に
審
査
会
が

行
わ
れ
、
以
下
の
入
賞
作
品
が

決
ま
っ
た
。
知
事
賞
、
教
育
長

賞
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞

は
、
８
月
1
日
に
行
わ
れ
た
岩

手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
年
次
表
彰

式
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
た
。

　

な
お
、
文
部
科
学
省
と
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
が
共
催
で

募
集
期
間
７
月
1
日
か
ら
９
月

３
日
で
「
親
子
で
話
そ
う
！
家

族
の
き
ず
な
・
我
が
家
の
ル
ー

ル　

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

実
施
通
知
が
あ
っ
た
。
し
か
し

本
年
度
は
年
間
計
画
に
基
づ
き

「
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
募
集

が
始
ま
っ
て
い
た
た
め
、
今
回

は
各
部
門
上
位
５
作
品
を
文
部

科
学
省
と
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
の

コ
ン
ク
ー
ル
推
薦
作
品
と
し
た
。

　

社
団
法
人
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
結
成
6０
周
年
記
念
表
彰
式

並
び
に
平
成
２２
年
度
年
次
表
彰

式
が
８
月
1
日
（
日
）
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
に
お
い

て
、
岩
手
県
教
育
員
会
教
育
長

（
代
理　

生
涯
学
習
文
化
課
佐

藤
公
一
様
）、
岩
手
県
市
町
村

教
育
委
員
会
協
議
会
長
川
村
登

様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓

の
臨
席
の
下
、
総
勢
１
７
０
余

名
の
出
席
を
得
て
執
り
行
わ
れ

た
。

　

式
で
は
米
澤
慎
悦
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
岩
手
家
庭
の
風
景

／
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞

入
賞
者
９
名
に
表
彰
状
と
記
念

の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。
次
に
結

成
6０
周
年
記
念
表
彰
が
行
わ

れ
、
功
労
賞
と
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。
年
次
表
彰
式
で
は
6

個
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。
ま
た
団
体
表
彰
と

し
て
3０
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
個
人
表
彰
6５

名
の
方
々
へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。
表
彰
式
終
了
後
、
引
き

続
い
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
な
が
ら
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
定

刻
通
り
１７
時
3０
分
に
閉
じ
ら
れ

た
。結

成
６０
周
年
記
念
表
彰

【
功
労
賞
】 

敬
称
略

伊
藤　

学
（
前
見
舞
金
給
付
審

査
委
員
・
元
岩
手
県
歯
科
医
師

会
理
事
）
砂
金
文
昭
（
本
会
前

理
事
・
前
岩
手
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
）
藤
原
由
美

子
（
本
会
元
会
長
）
小
野
寺
明

美
（
本
会
元
会
長
・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
盛
岡
大
会
大

会
長
）
松
尾
正
弘
（
本
会
前
会

長
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会

盛
岡
大
会
実
行
委
員
長
）
川
畑

裕
也
（
本
会
元
副
会
長
・
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
究
大
会
釜
石
大
会
実
行

委
員
長
）
神
﨑
浩
之
（
本
会
前

副
会
長
）
田
村
善
博
（
本
会
前

副
会
長
）
岡
山　

侑
（
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
盛
岡
大
会
事

務
局
長
）
松
川
邦
夫
（
元
見
舞

金
給
付
審
査
委
員
長
・
元
岩
手

県
小
学
校
長
会
副
会
長
）
故
・

内
藤
實
（
本
会
前
事
務
局
長
）

【
感
謝
状
】 
敬
称
略

（
盛
岡
市
）
佐
々
木
秀
彦　

松

尾
正
弘　

北
條
浩
之　

佐
々

木
賢
治　

熊
谷
佳
子　

吉
田

学　

川
守
田
栄
美
子　

上
野
理

恵
子　

佐
藤
輝
夫　

細
矢
克
己　

高
屋
一
成　

志
村
麻
里
子
（
葛

巻
町
）
川
﨑
美
由
紀
（
岩
手

町
）
八
戸
保
彦
（
滝
沢
村
）
武

田
哲　

川
原
德
昭　

角
掛
利
春

（
紫
波
町
）
阿
部
薫
之　

小
田

島
栄
太
郎
（
矢
巾
町
）
小
野
寺

由
美
子　

小
林
公
弥（
花
巻
市
）

藤
田
充
久　

藤
原
秀
司
（
北
上

市
）
佐
々
木
勝
智　

八
重
樫
則

幸　

高
橋
卓
也　

高
橋
聡
（
西

和
賀
町
）
佐
々
木
浩
輔
（
奥
州

市
）
小
林
伸　

渡
辺
剛　

門
脇

秀
朗　

佐
々
木
正
美　

小
塚
正

人（
金
ケ
崎
町
）梅
田
敏
雄（
一

関
市
）
神
﨑
浩
之　

西
城
正
雄　

浦
田
靖
彦
（
平
泉
町
）
瀧
澤
利

幸
（
藤
沢
町
）
千
葉
仁
（
大
船

渡
市
）
今
野
秀
治　

佐
々
木
健

（
陸
前
高
田
市
）
佐
藤
伯
一
（
釜

石
市
）
澤
田
恭
子　

和
田
雅
己

（
大
槌
町
）
佐
藤
多
可
子
（
遠

野
市
）
菊
池
信
一　

金
田
一
文

隆
（
宮
古
市
）
中
澤
勤　

宮
本

良
雄　

舘
昭
一
（
山
田
町
）
豊

間
根
保
志
（
岩
泉
町
）
竹
花
純

一（
田
野
畑
村
）𠮷
塚
公
雄（
久

慈
市
）
對
馬
博
貴　

新
里
明
彦

（
洋
野
町
）
吹
切
功
一
（
普
代

村
）
森
田
幸
一
（
野
田
村
）
道

上
文
明
（
二
戸
市
）
田
口
庄
司　

高
畑
久
壽
（
軽
米
町
）
舘
坂
久

人（
九
戸
村
）保
大
木
信
子（
一

戸
町
）
田
中
辰
也

年
次
表
彰

【
感
謝
状
】 

敬
称
略

松
尾
正
弘
（
前
本
会
会
長
）

田
村
善
博
（
前
本
会
副
会
長
）

八
戸
保
彦
（
前
本
会
副
会
長
）

佐
藤
良
二
（
前
本
会
副
会
長
）

神
﨑
浩
之
（
前
本
会
副
会
長
）

澤
口　

修
（
前
本
会
副
会
長
）

【
団
体
表
彰
】 

敬
称
略

（
盛
岡
市
）
杜
陵
小
父
母
と
教

師
の
会　

津
志
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

見
前
中
Ｐ
Ｔ
Ａ　

渋
民
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
八
幡
平
市
）
松
尾
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
岩
手
町
）
南
山
形
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
滝
沢
村
）
柳
沢
小
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
矢
巾
町
）
矢
巾
北
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
花
巻
市
）
矢
沢
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
北
上
市
）
二
子
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

江
釣
子
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
奥
州
市
）

胆
沢
愛
宕
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

衣
里
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
一
関
市
）
厳
美
中
Ｐ

Ｔ
Ａ 　
室
根
中
Ｐ
Ｔ
Ａ　

大

原
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
大
船
渡
市
）
立

根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
陸
前
高
田
市
）

米
崎
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
釜
石
市
）
釜

石
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
遠
野
市
）
宮

守
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
宮
古
市
）
小

国
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

崎
山
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
岩
泉
町
）
中
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
田
野
畑
村
）
田
野
畑
中
Ｐ
Ｔ

Ａ　
（
久
慈
市
）
夏
井
小
Ｐ
Ｔ

Ａ　

夏
井
中
Ｐ
Ｔ
Ａ（
洋
野
町
）

宿
戸
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
二
戸
市
）

石
切
所
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
軽
米
町
）

晴
山
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
一
戸
町
）
鳥

海
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
個
人
表
彰
】�

敬
称
略

（
盛
岡
市
）
鎌
田
達
也　

村
上
貢

一　

庄
司
裕　

富
樫
正
幸　

竹

澤
浩
佳　

鈴
木
祐
子　

長
澤
秀

則　

一
戸
く
に
子
（
八
幡
平
市
）

田
村
真
行　

近
江
谷
春
彦
（
雫

石
町
）
星
征
一
（
葛
巻
町
）
村

中
千
鶴
子（
岩
手
町
）大
宮
元（
滝

沢
村
）
三
田
地
芳
敬
（
紫
波
町
）

戸
塚
昌
弘
（
矢
巾
町
）
八
重
畑
栄

喜
（
花
巻
市
）
熊
谷
利
昭　

梅
坂

俊
哉　

松
葉
孝
博
（
北
上
市
）
高

橋
穏
至　

門
脇
悌
志　

平
藤
明

（
奥
州
市
）
菅
原
勝
一　

千
葉
有　

早
川
正　

千
葉
美
喜
夫　

千
葉

慶
悦（
金
ケ
崎
町
）佐
藤
良
二（
一

関
市
）
鈴
木
文
雄　

熊
谷
孝
広　

佐
藤
文
雄　

中
川
修　

小
野
寺

俊
哉　

小
野
寺
幸
正　

菅
原
伸

行
（
平
泉
町
）
菅
原
政
俊（
藤
沢

町
）伊
藤
求（
大
船
渡
市
）
鈴
木

康
介　

新
田
賢
一
（
陸
前
高
田

市
）
遠
藤
健
司
（
住
田
町
）吉
田

秀
昭　

神
田
謙
一（
釜
石
市
）澤

口
修　

佐
々
木
昌
貴（
大
槌
町
）

田
中
盛（
遠
野
市
）佐
々
木
晶
士

（
宮
古
市
）
佐
々
木
克
明　

坂
下

昭
弘　

古
舘
誠
司　

長
谷
川
孝

広（
山
田
町
）
上
林
浄（
岩
泉
町
）

合
砂
哲
夫　

菊
地
辰
美（
田
野
畑

村
）三
浦
明
治
（
久
慈
市
）
谷
地

敏
和　

大
澤
守　

田
村
善
博
（
洋

野
町
）
東
井
千
明　

橋
本
久
（
普

代
村
）
高
屋
敷
久
人
（
二
戸
市
）

沢
内
真
申（
軽
米
町
）圃
田
健
治

（
九
戸
村
）上
山
昭
一（
一
戸
町
）

大
平
四
郎　

坂
下
嘉
美

米澤慎悦会長挨拶

三行詩表彰

結
成
６０
周
年
記
念
表
彰
式

平
成
２２
年
度
年
次
表
彰
式

岩
手
県
知
事
賞
（
２
作
品
）

◆
滝
沢
村
立
篠
木
小
学
校�

　四
年　

畠
山　

翔
聖

家
族
み
ん
な
で
入
る
お
風
呂

い
も
う
と
が
ふ
え
て　

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う

せ
ま
い
ね
っ
て
い
い
な
が
ら　

み
ん
な
で
ゆ
で
た
こ

◆
岩
手
町
立
東
部
中
学
校

　

 

三
年

　山
﨑　

文
也

大
会
が
終
わ
っ
て「
オ
レ
の
シ
ュ
ー
ト
ど
う
だ
っ
た
」と
聞
い
た
。

「
へ
た
く
そ
だ
っ
た
」と
兄
、「
ま
あ
ま
あ
か
な
」と
父
は
い
う
。

く
や
し
い
け
ど
、ま
た
聞
き
た
く
な
る
ん
だ
よ
な
あ
、家
に
帰
る
と
。

教
育
長
賞
（
４
作
品
）

◆
盛
岡
市
立
見
前
小
学
校

　

 

一
年　

中
野　

颯
馬

ば
あ
ち
ゃ
ん　

ぼ
く
ね
な
ん
に
も
す
る
こ
と
が
な
く
て

ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
と 

せ
な
か
に 

く
も
が
い
る
み
た
い
に

む
ず　

む
ず
し
て
か
ゆ
く
な
る
よ

◆
一
関
市
立
大
東
中
学
校 

　二
年　

佐
藤　

菜
樹

何
か
あ
っ
た
時　

怒
る
時　

い
つ
も
口
う
る
さ
い
お
母
さ
ん

お
母
さ
ん
言
っ
て
た
よ
ね　

怒
ら
れ
て
る
う
ち
が
花
だ
よ
っ
て

怒
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
き
っ
と　

そ
の
花
は
し
ぼ
ん
じ
ゃ
う
よ
ね

◆
奥
州
市
立
南
都
田
幼
稚
園

　
 

五
歳　

山
田　

侑
佳

お
か
あ
さ
ん

こ
の
ご
は
ん　

お
い
し
い
よ

お
か
あ
さ
ん
の　

て
の
あ
じ
が
す
る

◆
保
護
者
・
一
般 

久
慈
市

　二
ツ
神　

麻
衣
子

あ
の
頃
と
変
わ
ら
ぬ
寝
顔　

髪
を
な
で

叱
り
す
ぎ
た
と
懺
悔
す
る

本
当
は　

元
気
で
い
た
ら　

何
も
い
ら
な
い

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞
（
３
作
品
）

◆
盛
岡
市
立
仙
北
小
学
校

　

 

四
年　

藤
澤　

遼
樹

ぼ
く
、
く
つ
の
サ
イ
ズ
が
お
母
さ
ん
と
同
じ
に
な
っ
た
よ

お
母
さ
ん
が
早
く
お
仕
事
か
ら
帰
り
た
い
日
は
教
え
て
ね

ぼ
く
の
ま
ほ
う
の
く
つ
を
か
し
て
あ
げ
る
か
ら
ね

◆
一
関
市
立
一
関
中
学
校

　

 

二
年　

荒
舘　

香
純

帰
り
道
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
迎
え
に
来
て
カ
バ
ン
積
ん
で
く
れ
た
。

自
転
車
を
押
す
背
中
が
何
だ
か
切
な
い
。

「
あ
り
が
と
う
」と
言
え
な
い
も
ど
か
し
さ
、こ
れ
っ
て
成
長
の
証
し
か
な
。

◆
保
護
者
・
一
般 

奥
州
市　

伊
藤　

由
美
子

仕
事
帰
り
の
す
ご
い
夕
焼
け
空

見
せ
て
あ
げ
た
く
て　

家
に
電
話
し
た

「
き
れ
い
だ
ね
え
」
っ
て
素
直
な
言
葉
い
つ
ま
で
聞
け
る
か
な
あ

第
１
回
「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

〜
親
子
で
話
そ
う
！
家
族
の
き
ず
な
・
我
が
家
の
ル
ー
ル
〜

　

岩
手
町
立
東
部
中
の
山
﨑
文
也
君
と
宮
古
市
立
千
徳
小
の

菊
地
輝
君
の
作
品
が
全
国
か
ら
公
募
の
あ
っ
た
５
２
２
５
作

品
の
中
か
ら
佳
作
13
作
品
の
中
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

三行詩コンクール
2010年度入賞作品の紹介

やっぱり家族っていいナ／いわて家庭の風景

祝


